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の建築である。本殿については、松木家文書（大正時代）によると、明治 12年(1879)、

土堂町の山下友太郎が所有の旧地を寄付したため、ここに改築したとある。本殿は、一
いっ

間
けん

社
しゃ

流
ながれ

造
づくり

、本瓦葺きである。境内からは、尾道水道が眺望できる。 

 

イ 旧尾道商業会議所 

尾道商業会議所は、大正 12年(1923)10月に尾

道商業会議所創設 30周年の記念事業として建設

された。当時としては最先端の鉄筋コンクリー

ト造りで、外観も洋風建築様式を取り入れ、２階

は３階と吹き抜けの階段状議場となっていた。 

この建物は、商業会議所として建築された鉄

筋コンクリートの建築物としては、現存する日

本最古のものであり、平成 16年(2004)に尾道市

重要文化財に指定された。さらに、市内観光の休

憩や案内並びに尾道市の商業史に関する資料展

示を行うため、復元改修し尾道商業会議所記念館として、平成 18 年(2006)３月４日に

開館した。 

 

ウ 旧三井住友銀行尾道支店 

旧三井住友銀行尾道支店は、昭和 13年(1938)

建築（『広島県の近代化遺産』1998）の鉄筋コン

クリート造、地下１階付３階建ての建物である。

通称「銀行浜」（久保一丁目）から現在地の土堂

町に移転した際に新築した建物であり、外壁の

塗り直しはあるものの、全体的に昭和初期の特

徴を残している。住友銀行の建造物として、住友

本店臨時建築部の流れをくむ、現在の日建設計

の前身である長谷部・竹腰建築事務所の設計で

あり、昭和初期の銀行建築物の好例である。 

 

エ 旧住友銀行尾道支店 

旧住友銀行尾道支店は、明治 37 年（1904）の

建築（『広島県の近代化遺産』1998）で木造モル

タル塗り、寄
よせ

棟
むね

造
づくり

、平入、本瓦葺きである。石

造を模したモルタル仕上げという珍しい造りで

あり、特にファサードは、アーチを用いた開口部

周りに誇張した要石を配し、偉観を高めている。 
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